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第２学年４組 算数科研究授業 「たし算とひき算のひっ算」（３／10 時）板書計画  

令和３年５月３１日（月曜日）第２限  

 

5 月３１日                                          （前時までの復習） （課題につなげる問題）                     
３４  ３４                              

＋２３ ＋２８                            
 ５７                               
                                                        
                                                          

                               
                                
    

 

一のくらいをたして 10 をこえるひっ算のし方を考えよう 

１２１２１２１２？？？？    
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＋２８ 

 ５２ 

３４ 

＋２８ 

 ５12 

３４ 

＋２８ 

 ６２ 

一のくらいをたして、１０

をこえたら、十のくらいに 

１くり上げる。 

（ちび字で書く） 

①１ 
３４ 

＋２９ 

 ６３ 

②１ 
４９ 

＋２３ 

 ７２ 

③１ 
１７ 

＋７６ 

 ９３ 

１ 

３４ 

２８ 

６２ 
十のくらいのけいさん  

・一のくらいをたすと、10 より大きくなった。 ・ますに書けない  
  ※一の位で 10のまとまりを束にして、十の位へ移動する操作は、ペアで協力して操作する。 ※ペアの右側が一のくらいの担当で数え棒のみ用意（輪ゴムを配布しておく）。左側が十のくらいの担当で 10 の束のみ用意（位取り板を出しておく）。 ※数え棒は、教師用のものをすべて８０％のものをカラーコピーで用意すると、黒板に上手におさまる。 ※10 の位に移動する「１ くり上がる」は、本時の大切な言葉。問いかけるが、ある程度で教師が出て、意味をしっかりおさえ、印象付けたいところ。矢印②は「びよ～ん」と伸ばし、一のくらいから十のくらいに移っていったことを印象づける。蛇腹におったものを使用し、可動式。 

・くらいをそろえる ・一のくらい ↓  十のくらい 
前時までの復習をして、全員が花丸で授業に臨んでほしい。 

発問：ノートに書いたひっ算をときましょう。（３０秒） 予想される児童の解 
導入で提示した問題を計算する。 困り感を課題につなげる。 

できない子もいるが、書けていれば、だいたい３パターンのどれかになっていると思われる。A４サイズ。用意しておく。 
発問：「1のくらいをたして 10をこえたら」どうしますか。続きを書きましょう。学習課題に対する答え。（３～５分程度）  予想される児童の考え  ・「1のくらいをたして 10をこえたら」の続きを書かせる。1のくらいをたして 10をこえたら、十のくらいに１くり上がることがわかった。 ・くり上がった１は、ちび字で書く。 

①  ③ 
十のくらいに １くり上がる ４＋８＝１２  10 をこえたら ①  

③  
 一 の 位 から 移 動 した10の束の 実 物 を貼る  ちび字 小さめ  

全員で縦に数え棒を下げて操作し 10 の束をつくったところで、「できたね！」と喜ぶ。 その後、1 のくらいにある 10 の束は「ここにあっていいのか」問う。 
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１ 
３４ 

＋２８ 

 ５２ 

 ６ 

再度、課題に振り返り、「一の位をたして 10 をこえたら」どうすればよかったかを全体で考え、まとめる。 一のくらい  

② 


